
【図１】心臓の働き

心
房
細
動
と
は

　

心
臓
は
、
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
で

全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
と

し
て
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
は
、
洞
結

節
で
作
り
出
さ
れ
る
電
気
信
号
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
電

気
信
号
が
乱
れ
、
心
臓
の
拍
動
リ
ズ

ム
が
不
規
則
に
な
る
状
態
を
不
整
脈

と
い
い
ま
す
。（
図
１
）

　

心
房
細
動
は
、
心
臓
の
４
つ
に
分

か
れ
た
部
屋
の
う
ち
「
心
房
」
と
呼

ば
れ
る
上
の
２
つ
の
部
屋
で
生
じ
た

異
常
な
電
気
的
興
奮
に
よ
り
起
こ
る

不
整
脈
で
す
。
心
房
が
痙
攣
し
た
よ

う
に
不
規
則
に
震
え
、
結
果
と
し
て
、

脈
が
不
規
則
に
速
く
な
る
の
が
特
徴

で
す
。（
図
２
）

心
房
細
動
の
自
覚
症
状

　

心
房
細
動
で
は
、
脈
の
乱
れ
、
胸

部
の
不
快
感
、
胸
の
痛
み
、
動
悸
、

息
苦
し
さ
、
運
動
時
の
疲
労
感
、
め

ま
い
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
50
％
程
度
の
患
者
さ
ん

は
自
覚
症
状
が
な
い
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
発
作
の
持
続
期
間
が

短
い
発
作
性
心
房
細
動
は
、
見
つ
か

り
に
く
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

「
ク
ラ
イ
オ
バ
ル
ー
ン
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
心
房
細
動
治
療

　

心
房
細
動
は
、
不
整
脈
の
中
で
も
患
者
さ
ん
が
多
く
、
日
本
で
現
在
約
１
０
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
従
来
よ
り
行
っ
て
い
る
「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
加
え
て
、
「
ク
ラ
イ
オ
バ
ル
ー
ン
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
治
療
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

特
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方
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今回お話を伺ったのは…

【図３】心房細動と
脳梗塞

心
房
細
動
は

放
っ
て
お
く
と
危
険

　

心
房
細
動
に
な
る
と
、
心
房
の
中

で
血
液
が
よ
ど
み
、
血
の
か
た
ま
り

（
血
栓
）
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
血
栓
が
他
の
臓
器
へ
運
ば
れ
血

管
を
塞
い
で
し
ま
う
と
、「
脳
梗
塞
」

や
「
心
筋
梗
塞
」
な
ど
重
大
な
病
気

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。（
図
３
）

　

ま
た
、
心
臓
全
体
に
負
担
が
か
か

る
た
め
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
と
し
て
の

機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
「
心
不
全
」

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

心
房
細
動
の
治
療
法

　

脳
梗
塞
や
心
不
全
な
ど
重
大
な
疾

患
を
予
防
す
る
た
め
、
早
期
に
治
療

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
心
房
細

動
の
治
療
に
は
、
お
も
に
薬
を
使
っ

た
治
療
「
薬
物
治
療
」
と
薬
以
外
に

よ
る
治
療
「
非
薬
物
治
療
」
が
あ
り
、

患
者
さ
ん
の
持
つ
他
の
病
気
や
、
治

療
に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
な
ど
を
考

慮
し
て
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

　
「
薬
物
治
療
」
に
は
、
血
栓
予
防
の

た
め
の
薬
（
抗
凝
固
薬
）
と
、
心
拍

数
を
整
え
る
薬
（
抗
不
整
脈
薬
）
の

２
種
類
を
服
用
し
ま
す
。

　
「
非
薬
物
治
療
」
に
は
、
カ
テ
ー
テ

ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
治
療
、
外
科
的
心
臓
手
術
と
い

う
方
法
等
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、

高
周
波
電
流
を
使
っ
て
原
因
発
生
部

位
を
焼
く
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
治
療
を
従
来
よ
り
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
冷
却
剤
を
使
っ
て
原
因

発
生
部
位
を
凍
結
さ
せ
る
「
ク
ラ
イ

オ
バ
ル
ー
ン
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
治

療
も
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

医学博士　日本内科学会認定教育施設指導医　日本内科学会認定医
日本循環器学会専門医　日本心臓リハビリテーション学会指導医
日本心血管インターベンション学会認定医
日本不整脈心電学会不整脈専門医　臨床研修指導医

副院長 循環器内科部長  舛元 章浩 先生

ます もと あき ひろ

　

透
析
患
者
さ
ん
が
心
房
細
動
を
持
つ
割

合
は
一
般
平
均
よ
り
も
高
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
は
発
症
の
リ
ス

ク
因
子
の
１
つ
で
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
は
特
に
心
房
細
動
に
な
り
や
す
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

透
析
に
よ
っ
て
体
内
の
水
分
が
除
水
さ

れ
、
水
分
量
や
電
解
質
の
量
が
変
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、交
感
神
経
が
活
性
化
さ
れ
、

不
整
脈
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
糖
状
態
の
持
続
が
、
自
律
神
経
障

害
を
引
き
起
こ
し
、
心
房
細
動
が
発
症
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

気
を
つ
け
て

 
い
た
だ
き
た
い

 
 

患
者
さ
ん
に
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て
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の持続
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体液量の
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【図４】クライオバルーンアブレーションの手順

心房細動を自分で見分ける
知ってお

きたい

　心房細動は、心臓に病気のない方では夜間や安静時などの落ち着い
ている時に、また狭心症などの心臓の病気がある方では運動時など交
感神経が高まったときに起きやすいことが知られています。
　脈の違和感、動悸、息切れなどの心房細動を疑う症状を感じた場合
は、できる限り早く医療機関に相談しましょう。

ク
ラ
イ
オ
バ
ル
ー
ン

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

ク
ラ
イ
オ
バ
ル
ー
ン
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
先
端
に

つ
い
た
バ
ル
ー
ン
を
冷
却
剤
（
亜
酸

化
窒
素
ガ
ス
）
で
膨
ら
ま
せ
、
そ
の

バ
ル
ー
ン
に
触
れ
た
心
筋
組
織
を
冷

却
す
る
こ
と
で
、
異
常
な
電
気
信
号

の
回
路
を
遮
断
（
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

す
る
治
療
法
で
す
。
日
本
で
１
５
０

施
設
以
上
で
使
用
さ
れ
、
２
万
人
以

上
の
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
４
年
７
月
〜
２
０
１
７
年
７

月
末
時
点
）

※

ク
ラ
イ
オ
バ
ル
ー
ン
は
肺
静
脈
の

治
療
を
対
象
と
し
て
お
り
、
１
〜

２
割
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

非
肺
静
脈
起
源
の
心
房
細
動
は
治

療
で
き
ま
せ
ん
。

早
め
の
検
査
、
ご
相
談
を

　

ク
ラ
イ
オ
バ
ル
ー
ン
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
導
入
に
よ
っ
て
、
治
療
の
幅
が
広

が
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に
最
も
適

し
た
治
療
法
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す

の
で
、
脈
の
乱
れ
や
症
状
に
心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、
是
非
一
度
循
環
器

内
科
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
検
査
を

お
受
け
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❶人差し指、中指、薬指の３本で、
手首の親指側を触ります。
（この時、指の腹の部分で触ると
脈を感じやすくなります。）

❷10秒間ほど脈をとります。

❸少しおかしいな？と感じたら、さらに10秒間脈をとります。

❹一定のリズムを刻んでいれば正常、脈が飛ぶように感じたら、
医療機関に相談してください。

【正常】 【とぶタイプ】 【不規則なタイプ】

チェックポイント

カテーテル先端のバルー
ン部分を左房に留置し
ます。

バルーンを膨らませて
肺静脈入口部に移動させ
ます。

肺静脈入口部を塞ぎ、血
液の流れを止めた後、冷
却を開始します。


